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第
１
２
１
回
赤
穂
義
士
祭

城
下
町
に
元
禄
絵
巻

城
下
町
に
元
禄
絵
巻

土
曜
日
開
催
５
年
ぶ
り

「満員御礼」２４年ぶり大相撲巡業

保
護
者
不
評
の
育
休
退
園

見
直
し「
前
向
き
検
討
」

教
育
長
が
議
会
で
答
弁

　

今
年
で
１
２
１
回
目
と

な
る
赤
穂
義
士
祭
は
１２
月

１４
日（
土
）に
加
里
屋
の
い

き
つ
ぎ
広
場
な
ど
市
内
一

帯
で
開
催
さ
れ
る
。
５
年

ぶ
り
の
週
末
開
催
で
大
勢

の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
い
そ

う
だ
。

　

午
前
１０
時
１０
分
に
い
き

　

大
相
撲
巡
業
の
播
州
赤

穂
場
所
が
１１
日
、
加
里
屋

の
品
川
リ
フ
ラ
赤
穂
市
民

総
合
体
育
館
で
あ
り
、

「
満
員
御
礼
」
の
垂
れ
幕

が
掛
か
っ
た
会
場
で
大
勢

の
観
客
が
相
撲
見
物
を
楽

し
ん
だ
。

　

赤
穂
で
大
相
撲
巡
業
が

開
催
さ
れ
る
の
は
２
０
０

０
年
以
来
２４
年
ぶ
り
。
午

前
９
時
の
開
場
前
か
ら
入

り
口
に
長
い
列
が
伸
び
、

約
２
２
０
０
人
が
詰
め
か

け
た
。

　

床
山
に
よ
る
髪
結
の
実

演
、
相
撲
甚
句
、
相
撲
の

禁
じ
手
を
笑
い
を
交
え
て

説
明
す
る
初
切
（
し
ょ
っ

き
り
）、
櫓
太
鼓
打
分
な

ど
巡
業
な
ら
で
は
の
内
容

に
続
き
、
化
粧
ま
わ
し
を

着
け
た
幕
内
力
士
が
土
俵

入
り
。
さ
ら
に
横
綱
・
照

ノ
富
士
の
土
俵
入
り
で
館

内
の
雰
囲
気
が
よ
り
盛
り

上
が
っ
た
。

　

幕
内
力
士
た
ち
の
取
組

で
は
番
付
上
位
の
人
気
力

士
が
次
々
と
登
場
。
大
関

同
士
の
対
戦
と
な
っ
た
結

び
の
一
番
で
は
、
豊
昇
龍

が
九
州
場
所
で
優
勝
し
た

琴
櫻
を
土
俵
際
で
う
っ
ち

ゃ
り
、
客
席
を
沸
か
せ

た
。

　

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
錦

木
関
と
握
手
で
き
た
と
い

う
姫
路
市
の
女
性（
６８
）は

「
本
当
に
大
き
な
体
で
分

厚
い
手
」
と
喜
ん
だ
。
子

ど
も
の
頃
か
ら
の
大
相
撲

好
き
だ
と
い
う
坂
越
の
男

性（
７５
）は
「
い
つ
も
テ
レ

ビ
で
見
て
い
る
関
取
を
目

の
前
で
見
れ
て
よ
か
っ

た
。
赤
穂
か
ら
も
力
士
が

出
て
ほ
し
い
」
と
地
元
か

ら
の
角
界
入
り
を
期
待
し

た
。（
写
真
は
横
綱
・
照

ノ
富
士
の
土
俵
入
り
）

　 　

次
号
が
年
内
最
終

　
赤
穂
民
報
は
次
週
１２

月
２１
日
号
が
年
内
最
終

の
発
行
と
な
り
ま
す
。

新
年
は
１
月
１
日
に
発

行
し
ま
す
。
元
日
号
の

広
告
締
切
は
１２
月
２０
日

で
す
。
　
赤
穂
民
報
社

　

３
歳
未
満
の
子
を
保
育

所
に
預
け
て
い
る
親
が
子

ど
も
を
産
ん
で
育
児
休
業

を
取
得
す
る
と
保
育
所
を

退
園
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
い
わ
ゆ
る
「
育
休
退

園
」
に
つ
い
て
、
赤
穂
市

は
現
行
ル
ー
ル
の
見
直
し

へ
向
け
て
前
向
き
に
検
討

す
る
方
針
を
示
し
た
。

　

赤
穂
市
の
現
行
ル
ー
ル

で
は
、
３
歳
未
満
の
保
育

所
児
童
を
持
つ
保
護
者
に

新
た
に
子
が
生
ま
れ
た
場

合
、
生
後
８
週
間
の
産
休

を
経
て
育
児
休
業
期
間
に

入
る
と
同
時
に
退
園
を
求

め
ら
れ
る
。
市
の
説
明
で

は
「
就
学
前
の
集
団
教
育

と
し
て
適
切
な
年
齢
は
３

歳
以
上
」
と
い
う
の
が
根

拠
で
、
３
歳
児
以
上
は
保

護
者
が
育
休
を
と
っ
て
か

ら
も
保
育
所
の
継
続
利
用

を
認
め
て
い
る
が
、
２
歳

児
以
下
で
特
に
理
由
が
な

け
れ
ば
原
則
退
園
。
市
教

育
委
員
会
に
よ
る
と
、
実

際
に
今
年
度
だ
け
で
も
６

人
が
「
育
休
退
園
」を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。

　

こ
の
規
定
が
あ
る
た
め

に
子
ど
も
が
３
歳
に
な
る

ま
で
は
妊
活
を
控
え
る
と

い
う
子
育
て
世
代
の
声
も

あ
る
と
い
い
、
今
年
６
月

議
会
の
一
般
質
問
で
荒
木

友
貴
議
員
が
「
育
休
退
園

制
度
の
廃
止
若
し
く
は
育

休
取
得
後
一
定
期
間
の
利

用
継
続
措
置
を
行
え
な
い

か
」
と
問
題
提
起
。
市
は

「
入
所
保
留
児
童
が
発
生

し
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

よ
り
保
育
の
必
要
性
の
高

い
方
に
利
用
し
て
も
ら

う
。
今
後
前
向
き
に
検
討

す
る
べ
き
こ
と
で
は
あ
る

が
、
現
状
で
は
取
扱
い
を

変
更
す
る
こ
と
は
困
難
」

（
尾
上
慶
昌
教
育
長
）
と

の
答
弁
だ
っ
た
。

　

育
休
退
園
を
め
ぐ
っ
て

は
、「
せ
っ
か
く
保
育
所

で
友
達
が
で
き
た
の
に
離

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「
新
生
児
を
抱
え
て
一
番

職
員
不
祥
事
受
け

給
与
５
％
カ
ッ
ト

市
長「
道
義
的
責
任
」

　

不
祥
事
を
起
こ
し
た
職

員
に
関
す
る
責
任
の
所
在

を
明
確
に
す
る
た
め
と
し

て
、
赤
穂
市
は
１０
日
、
牟

礼
正
稔
市
長
と
溝
田
康
人

副
市
長
の
来
年
１
月
分
の

給
与
を
５
％
カ
ッ
ト
す
る

条
例
改
正
案
を
議
会
に
上

程
し
、
可
決
さ
れ
た
。

　

職
員
親
睦
団
体
の
会
計

か
ら
約
５
９
０
万
円
を
着

服
し
た
と
し
て
先
月
７
日

に
市
民
部
長
が
懲
戒
免
職

と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
た

対
応
。
市
は
「
公
務
外
の

非
違
行
為
の
た
め
管
理
監

督
責
任
の
該
当
者
は
な

い
」（
人
事
課
）
と
し
て

い
た
が
、「
道
義
的
責
任

が
あ
る
」
と
し
て
市
長
自

ら
給
与
削
減
を
申
し
入
れ

た
と
い
う
。

　

同
課
に
よ
る
と
、
来
年

１
月
分
の
給
与
は
、「
厳

し
い
市
財
政
状
況
」
を
理

由
に
削
減
中
の
カ
ッ
ト
分

を
合
わ
せ
、
市
長
は
２０
％

減
、
副
市
長
は
１０
％
減
と

な
る
。

つ
ぎ
広
場
の
観
覧
席
前
で

赤
穂
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
で

幕
を
開
け
、
約
６
０
０
㍍

南
の
赤
穂
城
大
手
門
前
か

ら
忠
臣
蔵
パ
レ
ー
ド
が
ス

タ
ー
ト
。
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
姫
路

イ
ー
グ
レ
ッ
ツ
、
今
年
か

ら
赤
穂
を
練
習
拠
点
と
す

る
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
の

Ｙ
Ｂ
Ｓ
な
ど
が
初
出
場
す

る
ほ
か
、
子
ど
も
義
士
行

列
や
大
名
行
列
、
義
士
娘

人
力
道
中
な
ど
が
続
き
、

メ
イ
ン
の
義
士
行
列
で
は

俳
優
の
内
藤
剛
志
さ
ん
が

大
石
内
蔵
助
役
で
特
別
出

演
す
る
。

　

上
仮
屋
の
赤
穂
城
跡
で

は
武
家
屋
敷
公
園
で
忠
臣

蔵
ゆ
か
り
の
市
町
と
近
隣

市
町
の
「
忠
臣
蔵
交
流
物

産
市
」
を
午
前
１０
時
～
午

後
４
時
に
開
催
。
二
之
丸

庭
園
で
は
復
元
さ
れ
た
池

泉
を
手
漕
ぎ
和
船
で
巡
る

屋
形
船
遊
覧
（
中
学
生
以

上
２
０
０
円
、
小
学
生
５０

円
、
小
学
生
未
満
無
料
）

を
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

に
行
う
。

　

義
士
墓
所
が
あ
る
加
里

屋
の
花
岳
寺
で
は
午
前
１０

時
半
か
ら
法
要
。
同
１１
時

半
か
ら
は
四
十
七
士
を
ま

つ
る
上
仮
屋
の
赤
穂
大
石

神
社
で
祭
典
を
行
う
。

　

１３
日（
金
）に
は
花
岳
寺

門
前
広
場
で
午
後
５
時
〜

７
時
に
前
夜
祭
イ
ベ
ン

ト
。
大
石
内
蔵
助
が
好
ん

で
食
べ
た
と
伝
え
ら
れ
る

ニ
ラ
雑
炊
が
無
料
で
振
る

舞
わ
れ
る
。

赤
穂
城
と
忠
臣
蔵

ス
マ
ホ
で
ガ
イ
ド

　

ス
マ
ホ
を
手
に
赤
穂
城

下
を
歩
き
な
が
ら
「
忠
臣

蔵
」
の
基
と
な
っ
た
元
禄

赤
穂
事
件
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
楽
し
め
る
自
動
音
声
ガ

イ
ド
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が

１２
月
１４
日
か
ら
運
用
を
ス

タ
ー
ト
す
る
。
日
本
語
だ

け
で
な
く
英
語
と
中
国
語

に
も
対
応
。
導
入
す
る
赤

穂
市
は
「
物
語
と
と
も
に

城
巡
り
を
楽
し
ん
で
」

（
市
教
委
文
化
財
課
）
と

話
し
て
い
る
。

　

タ
イ
ト
ル
は
「
赤
穂
城

―
赤
穂
城
と
ま
ち
歩
き　

な
ぜ
事
件
は
起
き
た
の
か

　

忠
臣
蔵
・
赤
穂
浪
士
の

物
語
と
歩
く
―
」。
無
料

の
専
用
ア
プ
リ
を
開
く

と
、
赤
穂
城
と
周
辺
の
マ

ッ
プ
に
本
丸
や
天
守
台
、

大
石
邸
長
屋
門
や
花
岳
寺

な
ど
９
つ
の
ス
ポ
ッ
ト
が

表
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

ち
な
ん
だ
歴
史
や
逸
話
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介

す
る
１
〜
４
分
程
度
の
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
選
ん
で
再

生
で
き
る
。

　

赤
穂
城
跡
を
視
覚
的
に

解
説
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

や
ナ
ビ
サ
イ
ト
な
ど
を
一

体
的
に
整
備
す
る
「
赤
穂

城
跡
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
」

事
業
の
一
環
。
総
事
業
費

約
１
２
０
０
万
円
の
２
分

の
１
は
内
閣
府
の
「
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

交
付
金
」で
充
当
さ
れ
る
。

　

「
市
民
の
み
な
さ
ん
が

知
り
合
い
に
赤
穂
を
紹
介

し
た
り
、
案
内
す
る
と
き

に
も
活
用
し
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
同
課
。
利
用
に
必

要
な
ア
プ
リ
は

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
。

大
変
な
時
期
に
上
の
子
を

預
か
っ
て
も
ら
え
な
い
な

ん
て
」
な
ど
と
の
声
が
多

く
、
規
定
を
見
直
す
自
治

体
が
近
年
増
加
。「
原
則

退
園
」
を
継
続
し
て
い
る

自
治
体
は
兵
庫
県
内
で
は

赤
穂
市
だ
け
だ
と
い
う
。

こ
れ
を
受
け
、「
兵
庫
県

内
で
唯
一
、
原
則
退
園
を

続
け
る
赤
穂
市
」（
１１
月

４
日
付
け
神
戸
新
聞
）
と

報
じ
ら
れ
た
。

　

今
月
９
日
の
市
議
会
一

般
質
問
で
深
町
直
也
議
員

が
「
育
休
退
園
を
残
し
た

ま
ま
で
は
、
赤
穂
市
が
子

育
て
支
援
に
後
ろ
向
き
と

受
け
止
め
ら
れ
か
ね
な

い
。
制
度
を
廃
止
す
る
考

え
は
な
い
か
」
な
ど
と
改

め
て
質
問
。
尾
上
教
育
長

は
「
子
育
て
支
援
の
観
点

か
ら
継
続
利
用
の
対
象
拡

充
の
必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
い
る
。
育
児
休
業
取

得
に
よ
る
退
園
者
の
把
握

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
前
向
き
に
検
討
す

る
」
と
答
弁
し
た
。

南
海
地
震
想
定
し

大
規
模
災
害
訓
練	

　

赤
穂
中
央
病
院
な
ど
を

運
営
す
る
医
療
法
人
伯
鳳

会
（
古
城
資
久
理
事
長
）

は
１１
月
３０
日
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
の
発
生
を
想

定
し
た
大
規
模
災
害
訓
練

を
実
施
。
市
内
各
所
に
あ

る
系
列
の
高
齢
者
施
設
か

ら
負
傷
者
を
病
院
に
搬
送

す
る
手
順
や
連
携
を
訓
練

し
た
。

　

「
四
国
沖
で
発
生
し
た

大
地
震
に
伴
い
、
赤
穂
市

で
震
度
６
弱
の
揺
れ
を
観

測
し
、
負
傷
者
が
多
数
出

て
い
る
」
と
い
っ
た
想
定

で
、
東
京
や
大
阪
な
ど
の

系
列
病
院
の
ほ
か
、
消
防

や
警
察
を
含
め
総
勢
約
３

０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

片
浜
町
の
介
護
老
人
保

健
施
設
「
伯
鳳
会
プ
ラ

ザ
」
で
は
半
壊
し
た
建
物

に
人
が
取
り
残
さ
れ
て
い

る
設
定
で
現
地
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
、
消
防
が
は

し
ご
車
を
使
っ
て
３
階
か

ら
救
助
。
職
員
や
専
門
学

校
生
た
ち
が
扮
し
た
負
傷

者
役
を
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
が
け

が
の
程
度
に
応
じ
て
分
類

し
、
重
症
者
を
優
先
し
て

救
急
車
で
搬
送
し
た
。
受

け
入
れ
先
の
中
央
病
院
に

は
他
の
系
列
施
設
か
ら
も

負
傷
者
役
が
続
々
と
運
ば

れ
、
受
け
入
れ
可
能
な
人

数
を
超
え
た
時
点
で
赤
穂

市
民
病
院
へ
転
送
す
る
訓

練
も
行
っ
た
。

　

同
法
人
で
は
毎
年
１

回
、
系
列
病
院
の
持
ち
回

り
で
災
害
対
応
訓
練
を
行

っ
て
お
り
、
赤
穂
で
の
開

催
は
１０
年
ぶ
り
。
な
る
べ

く
実
際
の
災
害
時
に
近
づ

け
る
た
め
に
、
参
加
者
に

負
傷
者
の
人
数
や
詳
細
を

事
前
に
伝
え
ず
に
行
っ
た

と
い
う
。
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
石

原
哲
・
東
京
曳
舟
病
院
名

誉
院
長
は
「
参
加
者
が
真

剣
に
取
り
組
み
、
有
意
義

な
訓
練
だ
っ
た
。
こ
う
し

た
訓
練
を
繰
り
返
す
こ
と

が
、
よ
り
多
く
の
命
を
救

う
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と

話
し
、
災
害
対
策
本
部
で

陣
頭
指
揮
し
た
赤
穂
中
央

病
院
の
長
尾
俊
彦
院
長
は

「
き
ょ
う
の
訓
練
で
気
付

い
た
課
題
を
各
自
で
振
り

返
り
、
今
後
に
活
か
し
て

ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

（
写
真
は
大
地
震
を
想
定

し
て
行
わ
れ
た
大
規
模
災

害
訓
練
）
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▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

第25７９号　　２０２4年（令和 6年）１２月１４日

　 　

市
民
ガ
イ
ド

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
空

き
家
、倉
庫
の
残
置
物
、終

活
買
取
し
ま
す
。骨
董
品
、

古
道
具
、古
家
具
、中
古
食

器
、贈
答
品
、ご
み
処
分
前

に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。ご

み
処
分
費
軽
減
出
来
ま

す
。見
積
も
り
無
料
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越
☎
０
９
０
・

１
２
４
０
・
７
４
６
１

　

▼
剪
定
・
伐
採
・
草
刈

・
芝
刈
り
承
り
ま
す
＝
ま

ず
は
お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。
庭
木
１
本
か
ら

の
ご
依
頼
も
お
受
け
し
ま

す
。
丁
寧
な
仕
事
を
し
ま

す
。「
御
庭
番
」
御
崎
☎

０
９
０
・
９
０
９
２
・
３

２
７
６
（
大
前
）

　

▼
「
く
ら
電
」
＝
お
困

り
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

電
気
関
係
の
事
か
ら
製
品

販
売
、
エ
ア
コ
ン
移
設
、

介
護
用
手
摺
、樹
木
伐
採
、

家
具
移
動
、
網
戸
の
補
修

等
、
自
分
で
は
無
理
と
思

っ
た
ら
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。
日
曜
定
休
。

尾
崎
☎
25
・
1
３
８
１

　

▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４５
分
３
０
０
０

円
○
６０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
１０
時
～
１８
時（
要
予

約
）。休
診
日（
金
曜
日
）。

は
り
・
指
圧
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

「
新
田
治
療
院
」鷏
和
☎
４３

・
７
６
４
８

　

▼
数
量
限
定
・
大
好
評

洗
車
プ
リ
カ
販
売
中
＝
ガ

ソ
リ
ン
２０
㍑
付
き
。
５
０

０
０
円
。
残
り
わ
ず
か
で

す
○
Ｖ
Ｉ
Ｐ
会
員
募
集

中
。地
域
最
安
値
、オ
イ
ル

交
換
２
回
無
料
、
そ
の
他

特
典
い
っ
ぱ
い
で
年
会
費

１
５
０
０
円
。「
明
星
赤
穂

Ｓ
Ｓ
」オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス

さ
ん
前
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
☎
４６
・
３
１
７
７

　

▼
親
活
し
ま
せ
ん
か
＝

結
婚
願
望
の
あ
る
男
女
の

親
御
さ
ん
の
参
加
募
集
。

１２
月
２１
日
・
２２
日
１０
時（
会

場
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
）。会
費
５
０
０
円
○
お

嫁
さ
ん
募
集
。自
営
４８
歳

赤
穂
。接
客
好
ま
れ
る
方
。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。☎
０
９
０
・
６
６
６
８

・
０
３
２
８（
秋
田
）

　

▼
ピ
ン
ポ
ン
い
く
ら
再

入
荷
＝
精
肉
店
な
の
に
売

れ
筋
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。美

味
し
過
ぎ
て
、毎
回
即
売
。

グ
ラ
ム
１
２
０
０
円
据
え

置
き
。肉
も
予
約
が
ベ
タ

ー
。１２
月
３０
日
ま
で
。「
精

肉
ゼ
ニ
ー
バ
」中
広
☎
５５
・

９
９
０
６

　

▼「
五め

月い

」の
手
作
り
お

せ
ち
＝
正
月
オ
ー
ド
ブ
ル

1
万
１
０
０
０
円
。お
節

1
人
前
1
万
円
、2
人
前

1
万
5
千
円
、4
人
前
3

万
円
。手
作
り
で
素
材
が

良
い
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た

「
お
節
」。お
節
、忘
年
会
、

新
年
会
の
ご
予
約
は
お
早

め
に
。中
銀
裏
☎
５６
・
６
２

２
１

　

▼「
美
装・
花
時
計
」だ

よ
り
＝
あ
り
が
と
う
セ
ー

ル
２８
日
ま
で
。割
引
商
品

多
数
揃
っ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
５
千
円
以
上
お
買
い

上
げ
で
５
千
円
分
の
商
品

券
が
当
た
る
抽
選
会
。こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
店
く

だ
さ
い
。日
曜
定
休
。花
岳

寺
通
商
店
街
☎
４２
・
３
０

４
８

　

▼
数
量
限
定
く
わ
が
た

ク
ジ
＝
１２
月
１４
日（
土
）、

お
城
通
り
の
旧
大
黒
屋
で

１
回
１
０
０
０
円
。
１
等

オ
オ
ク
ワ
ペ
ア
超
特
大
、

２
等
イ
ン
ド
産
ア
ン
タ
ウ

エ
ス
ペ
ア
特
大
、
３
等
バ

ナ
ハ
ウ
オ
オ
ヒ
ラ
タ
ペ
ア

な
ど
。☎
０
９
０
・
９
６
９

９
・
４
２
０
１（
ミ
ル
ク
デ

ィ
ー
ラ
ー
）

　

▼
今
か
ら
始
め
よ
う
＝

高
２
生
対
象
共
テ
英
語
Ｒ

Ｌ
対
策
講
座
を
開
き
ま

す
。
少
人
数
で
丁
寧
に
指

導
し
ま
す
。１
月
４
・
５
・

６
・
９
・
１０
日
の
５
日
間
、

貸
し
ス
ペ
ー
ス「
ぱ
ず
る
」

（
朝
日
町
１６
の
１
）
で
１７

時
〜
１９
時
。
受
講
料
１
万

１
０
０
０
円
。
講
師
は
原

田
憲
英
。『
基
礎
の
反
復

練
習
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
県

内
ト
ッ
プ
校
の
高
校
生
、

既
卒
生
を
中
心
に
難
関
校

対
策
を
少
人
数
制
で
丁
寧

に
指
導
し
着
実
に
支
持
を

集
め
て
い
る
新
進
気
鋭
の

講
師
が
担
当
し
ま
す
。

「
サ
カ
マ
タ
塾
」
☎
０
９

０
・
４
２
９
３
・
２
９
８
５

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
○

本
社
配
送
ロ
ー
リ
ー
運
転

手
／
７
～
１７
時
の
間
で
８

時
間
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
。
危
険
物
乙
４
免
許

必
須
・
大
型
免
許
優
遇
。

給
与
２３
万
円
～
（
年
齢
経

験
に
よ
る
昇
給
・
賞
与
あ

り
）○
赤
穂
東
Ｓ
Ｓ
ス
タ

ッ
フ
２
名
、
赤
穂
イ
ン
タ

ー
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
１
名
募

集
。
７
〜
１９
時
の
間
の
９

時
間（
休
憩
含
む
）時
間
外

労
働
あ
り（
月
平
均
２０
時

間
）給
与
２１
万
円
〜（
年
齢

　 　

・
経
験
に
よ
る
。整
備
士
優

遇
、賞
与
あ
り
）要
普
通
免

許
・
危
険
物
乙
４（
入
社
後

取
得
可
）
週
休
２
日
（
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
）
日

曜
定
休
○
セ
ル
フ
赤
穂
御

崎
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
募
集
。

時
給
１
０
５
２
円
～
。
委

細
面
談
に
て
決
定
。「
前

田
石
油
㈱
」
中
広
１
７
９

の
６
☎
４３
・
２
６
８
８

　

▼
旅
館
ス
タ
ッ
フ
募
集

＝
○
送
迎
バ
ス
運
転
手
９

時
半
〜
１６
時
、
時
給
１
１

５
０
円
〜
○
喫
茶
・
売
店

8
時
〜
12
時
、
14
時
〜
1７

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

時
、
時
給
１
１
０
０
円
〜

○
部
屋
清
掃
9
時
半
～
14

時
半
。
時
給
１
１
０
０
円

〜
○
接
客
６
時
～
1１
時
、

時
給
１
２
０
０
円
〜
○
調

理
補
助
６
時
〜
１１
時
、
時

給
１
２
０
０
円
〜
○
年
齢

不
問
○
事
務
職
（
短
時
間

社
員
）
平
日
勤
務
の
み
も

合
わ
せ
て
募
集
中
※
お
気

軽
に
お
時
間
な
ど
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
赤
穂
温
泉
絶

景
露
天
風
呂
の
宿
「
銀
波

荘
」
御
崎
☎
４５
・
３
３
５

５
（
鈴
木
）

　

▼
パ
ー
ト
さ
ん
募
集
＝

調
理
補
助
、
軽
作
業
。
日

祝
１８
〜
２１
時
、
平
日
１８
時

半
〜
２１
時
半
。
時
給
１
１

０
０
円
（
見
習
期
間
１
０

６
０
円
）。
シ
フ
ト
相
談

は
面
談
の
時
。「
お
好
み

焼　

か
ご
飲
食
店
」
中
広

☎
４２
・
３
５
１
２

　

▽
１５
日
＝
梶
原
外
科

（
さ
つ
き
町
３５
の
２
）☎
０

７
９
１
・
４２
・
９
９
３
４

休
日
急
患
診
療
医

　 　

　
▼
…
「
博
士
」
目
指
し

て
忠
臣
蔵
検
定
＝
元
禄
赤

穂
事
件
に
関
す
る
知
識
を

問
う
「
忠
臣
蔵
検
定
」
が

１
日
、
義
士
墓
所
が
あ
る

加
里
屋
の
花
岳
寺
な
ど
全

国
各
地
で
行
わ
れ
た
。
受

検
者
ら
は
事
件
の
史
実
か

ら
文
化
面
ま
で
幅
広
く
出

題
さ
れ
た
４０
問
に
挑
戦
し

た
。

　
一
般
社
団
法
人
中
央
義

士
会
が
主
催
。
東
京
都
港

区
の
泉
岳
寺
や
熊
本
県
山

鹿
市
の
日
輪
寺
な
ど
義
士

ゆ
か
り
の
地
６
か
所
で
受

検
者
を
受
け
付
け
、
忠
臣

蔵
愛
好
者
を
中
心
に
約
３０

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

　
「
刃
傷
事
件
の
と
き
浅

野
内
匠
頭
は
何
歳
？
」

「
原
惣
右
衛
門
の
実
弟
は

誰
？
」「
仮
名
手
本
忠
臣

蔵
が
初
め
て
上
演
さ
れ
た

芝
居
小
屋
は
ど
こ
？
」
な

ど
。
１
０
０
点
満
点
で
６０

点
以
上
を
合
格
と
し
、
７５

点
以
上
は
「
忠
臣
蔵
講

師
」、
９０
点
以
上
は
「
忠

臣
蔵
博
士
」
に
認
定
さ
れ

る
。

　
中
学
生
の
頃
か
ら
忠
臣

蔵
好
き
だ
と
い
う
高
雄
の

会
社
員
、
木
下
茂
典
さ
ん

（
５１
）は
「
出
来
事
が
あ
っ

た
日
付
を
答
え
る
問
い
も

あ
っ
て
難
し
か
っ
た
。
も

っ
と
勉
強
し
て
忠
臣
蔵
に

の
め
り
込
み
た
い
」
と
話

し
た
。（
写
真
は
花
岳
寺

で
も
行
わ
れ
た
忠
臣
蔵
検

定
）

　
▼
…
珍
し
い
「
土
星

食
」
次
回
は
１３
年
後 

＝

地
球
と
月
、
土
星
が
直
線

上
に
並
ぶ
こ
と
で
起
こ
る

天
文
現
象
「
土
星
食
」
が

８
日
夜
に
日
本
国
内
で
観

測
さ
れ
、
天
体
観
測
を
趣

味
と
す
る
坂
越
の
会
社
役

員
、
前
田
邦
稔
さ
ん（
６８
）

が
月
に
土
星
が
隠
れ
る
直

前
の
撮
影
に
成
功
し
た
。

　
前
田
さ
ん
に
よ
る
と
、

赤
穂
市
上
空
で
は
８
日
午

後
６
時
２０
分
ご
ろ
、
南
の

空
に
浮
か
ぶ
月
の
裏
に
土

星
が
隠
れ
始
め
た
。
あ
い

に
く
の
雲
に
覆
わ
れ
、「
半

分
諦
め
な
が
ら
」動
画
撮

影
し
た
と
こ
ろ
、
奇
跡
的

に
食
の
直
前
の
様
子
が
映

っ
て
い
た
と
い
う
。

　
日
本
公
開
天
文
台
協
会

に
よ
る
と
、
国
内
で
は
来

年
２
月
１
日
に
も
土
星
食

が
起
き
る
が
、
日
中
の
た

め
肉
眼
で
は
観
測
で
き

ず
、
次
回
に
国
内
で
観
測

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
２
０

３
７
年
だ
と
い
う
。（
写

真
は
月
に
隠
れ
る
直
前
の

土
星
＝
前
田
邦
稔
さ
ん
撮

影
）

「
ク
ラ
ウ
ド
料
未
払
い
」

通
信
事
業
者

名
乗
る
詐
欺

　
赤
穂
署
は
１２
月
１１
日
、

「
通
信
事
業
者
」
を
名
乗

る
男
に
、
赤
穂
市
内
の
会

社
員
女
性（
２６
）が
現
金
３０

万
円
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る

特
殊
詐
欺
被
害
が
あ
っ
た

と
発
表
し
た
。

　
同
署
に
よ
る
と
同
日
、

女
性
の
携
帯
電
話
に
見
知

ら
ぬ
番
号
か
ら
電
話
が
あ

り
、
男
の
声
で
「
ウ
ェ
ブ

ク
ラ
ウ
ド
の
利
用
料
金
が

未
払
い
に
な
っ
て
い
る
」

「
払
わ
な
い
と
訴
え
ら
れ

て
裁
判
に
な
る
」
な
ど
と

し
て
３０
万
円
を
要
求
さ
れ

た
。
女
性
は
そ
の
日
の
う

ち
に
男
が
指
定
し
た
口
座

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
で
金
を
振
り
込
ん

だ
。

　
男
は
被
害
女
性
に
対

し
、「
国
の
補
償
制
度
を

利
用
す
る
。
こ
の
こ
と
を

誰
か
に
話
す
と
制
度
を
使

え
な
く
な
る
」
な
ど
と
口

止
め
し
て
い
た
と
い
う
。

女
性
の
様
子
が
普
段
と
違

う
こ
と
に
気
付
い
た
家
族

が
事
情
を
聞
き
、
警
察
に

届
け
出
た
。
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